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【
資
料
１
】『
徒
然
草
』
二
二
六
段 

後
鳥
羽
院
御
時
、
信
濃
前
司
行
長
、
稽
古
の
誉
れ
有
り
け
る
が
、
楽
府
の
御
論
議
の
番
に
召
さ

れ
て
、
七
徳
舞
を
二
つ
忘
れ
た
り
け
れ
ば
、
五
徳
の
冠
者
と
異
名
を
付
き
に
け
る
を
心
憂
き
こ

と
に
し
て
、
学
問
を
捨
て
て
遁
世
し
た
り
け
る
を
、
慈
鎮
和
尚
、
一
芸
あ
る
者
を
ば
下
部
ま
で

も
召
し
置
き
て
、
不
便
に
せ
さ
せ
給
け
れ
ば
、
此
信
濃
入
道
を
扶
持
し
給
け
り
。 

こ
の
行
長
入
道
、
平
家
の
物
語
を
作
り
て
、
生
仏
と
い
ひ
け
る
盲
目
に
教
へ
て
、
語
ら
せ
け
り
。

さ
て
、
山
門
の
こ
と
を
こ
と
に
ゆ
ゝ
し
く
書
け
り
。
九
郎
判
官
の
こ
と
は
詳
し
く
知
り
て
、
書

き
載
せ
た
り
。
蒲
の
冠
者
の
方
は
よ
く
知
ら
ざ
り
け
る
に
や
、
多
く
の
こ
と
ど
も
も
記
し
洩
せ

り
。
武
士
の
こ
と
、
弓
馬
の
業
は
、
生
仏
、
東
国
の
者
に
て
、
武
士
に
問
ひ
聞
き
て
、
書
か
せ

け
り
。
か
の
生
仏
が
生
れ
つ
き
の
声
を
、
今
の
琵
琶
法
師
は
学
び
た
る
な
り
。 

 

【
資
料
２
】
松
尾
葦
江
氏
「
い
ま
欲
し
い
平
家
物
語
論
と
は
―
自
身
へ
の
問
い
を
携
帯
す
る
こ
と
」 

（『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
№
62
笠
間
書
院 

二
〇
一
七･

五
） 

成
立
や
古
態
論
に
関
し
て
も
、
じ
つ
は
旧
来
の
枠
組
み
と
新
説
と
が
擦
り
合
わ
さ
れ
ず
に
、
そ

れ
ぞ
れ
通
説
と
し
て
固
定
し
て
し
ま
っ
た
現
状
が
あ
る
。
例
え
ば
読
み
本
系
的
本
文
か
ら
十
二

巻
本
平
家
物
語
へ
の
移
行
過
程
に
つ
い
て
、
ま
た
読
み
本
系
的
本
文
が
古
態
に
関
わ
る
と
す
る

な
ら
、
読
み
本
系
を
特
徴
づ
け
る
頼
朝
挙
兵
記
事
は
い
つ
か
ら
平
家
物
語
の
中
に
あ
っ
た
の
か

等
々
、
成
立
論
に
は
幾
つ
も
の
穴
が
開
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。 

 

【
資
料
３
】
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
五
「
早
馬
」 

 

同
九
月
二
日
、
相
模
国
の
住
人
大
庭
三
郎
景
親
、
福
原
へ
早
馬
を
も
つ
て
申
け
る
は
、「
去
八

月
十
七
日
、
伊
豆
国
流
人
前
右
兵
衛
佐
頼
朝
、
し
う
と
北
條
四
郎
時
政
を
つ
か
は
し
て
、
伊
豆

の
目
代
、
和
泉
判
官
兼
隆
を
や
ま
き
の
館
で
夜
う
ち
に
う
ち
候
ぬ
。
其
後
土
肥
・
土
屋
・
岡
崎

を
は
じ
め
と
し
て
三
百
余
騎
、
石
橋
山
に
立
籠
て
候
と
こ
ろ
に
、
景
親
御
方
に
心
ざ
し
を
存
ず

る
も
の
ど
も
一
千
余
騎
を
引
率
し
て
、
お
し
よ
せ
せ
め
候
程
に
、
兵
衛
佐
七
八
騎
に
う
ち
な
さ

れ
、
お
ほ
童
に
た
ゝ
か
い
な
つ
て
、
土
肥
の
椙
山
へ
に
げ
こ
も
り
候
ぬ
。
其
後
畠
山
五
百
余
騎

で
御
方
を
つ
か
ま
つ
り
、
三
浦
大
介
義
明
が
子
共
、
三
百
余
騎
で
源
氏
方
を
し
て
、
由
井
・
小

坪
の
浦
で
た
ゝ
か
ふ
に
、
畠
山
い
く
さ
ま
け
て
武
蔵
国
へ
ひ
き
し
り
ぞ
く
。
そ
の
後
畠
山
が
一

族
、
河
越
・
稲
毛
・
小
山
田
・
江
戸
・
葛
西
、
其
外
七
党
の
兵
ど
も
三
千
余
騎
を
あ
ひ
ぐ
し
て
、

三
浦
衣
笠
の
城
に
を
し
よ
せ
て
せ
め
た
ゝ
か
ふ
。
大
介
義
明
う
た
れ
候
ぬ
。
子
共
は
、
く
り
濱

の
浦
よ
り
船
に
の
り
、
安
房
・
上
総
へ
わ
た
り
候
ぬ
」
と
こ
そ
申
た
れ
。 

 

【
資
料
４
】
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
五
・
九
「
佐
々
木
の
者
共
佐
殿
の
許
へ
参
る
事
」 

兵
衛
佐
流
さ
れ
給
ひ
て
後
、
二
十
一
年
と
申
す
に
、
此
の
院
宣
を
給
は
り
て
、
北
条
四
郎
時
政

を
招
き
寄
せ
て
、「
平
家
を
追
討
す
べ
き
由
院
宣
を
給
は
り
た
る
が
、
当
時
勢
の
な
き
を
ば
い
か

が
は
す
べ
き
」
と
宣
へ
ば
、
時
政
申
し
け
る
は
、「
東
八
ヶ
国
の
内
に
、
誰
か
君
の
御
家
人
な
ら

ぬ
者
は
候
ふ
。
上
総
介
八
郎
広
経
、
平
家
の
御
勘
当
に
て
、
其
の
子
息
山
城
権
守
能
経
、
京
に

召
し
籠
め
ら
れ
候
ひ
つ
る
が
、
此
の
程
逃
げ
下
り
て
用
心
し
て
候
ふ
と
承
る
。
上
総
介
八
郎
広

経
、
千
葉
助
経
胤
、
三
浦
介
義
明
、
此
の
三
人
を
語
ら
は
せ
給
へ
。
此
の
三
人
だ
に
も
随
ひ
付

き
ま
ゐ
ら
せ
候
ひ
な
ば
、
土
肥
、
岡
崎
、
懐
嶋
は
、
本
よ
り
志
思
ひ
奉
る
者
共
で
候
へ
ば
、
参

り
候
は
ん
ず
ら
む
。《
中
略
・
従
わ
な
い
一
族
に
言
及
》
広
経
、
経
胤
、
義
明
、
是
等
三
人
だ

に
も
参
り
候
ひ
な
ば
、
日
本
国
は
御
手
の
下
に
思
し
召
す
べ
し
。」
と
申
し
け
れ
ば
、
其
の
言
実

あ
り
て
、
其
の
舌
弁
有
り
け
れ
ば
、
頼
朝
深
く
信
じ
て
け
り
。
時
政
若
し
天
の
時
を
知
る
か
、

将
又
兵
の
法
を
得
た
る
か
。
其
の
詞
、
一
事
と
し
て
違
ふ
事
な
か
り
け
り
。 
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【
資
料
５
】『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
九
「
兵
衛
佐
催
二

家
人
一

」 

サ
テ
北
条
ヲ
召
テ
、「
平
家
追
討
ノ
院
宣
ヲ
給
リ
タ
レ
共
、
折
節
無
勢
也
、
イ
カ
ヾ
ス
ベ
キ
」
ト

宣
ヘ
バ
、
時
政
悦
申
ケ
ル
ハ
、「
東
八
箇
国
ニ
ハ
、
党
モ
高
家
モ
大
名
小
名
、
君
ノ
御
家
人
ナ
ラ

ヌ
者
ヤ
ハ
候
。
去
共
平
家
世
ヲ
取
ニ
依
テ
、
暫
身
命
ヲ
続
ン
ト
テ
一
旦
平
家
ニ
相
従
計
也
。
思

召
立
給
ハ
ヾ
誰
カ
参
ザ
ラ
ン
。
就
レ

中
今
タ
ヨ
リ
ヲ
得
タ
リ
ト
覚
ユ
ル
事
ハ
、
伊
藤
右
衛
門
尉

忠
清
被
レ

配
二

流
上
総
国
一

ノ
時
、
介
八
郎
広
常
、
志
ヲ
尽
シ
思
ヲ
運
テ
、
賞
翫
シ
愛
養
ス
ル
事

甚
シ
。
而
ニ
忠
清
厚
免
ヲ
蒙
テ
上
洛
後
、
忽
ニ
芳
恩
ヲ
忘
テ
還
テ
阿
党
ヲ
ナ
シ
、
広
常
ヲ
平
家

ニ
讒
テ
所
職
ヲ
奪
ト
ス
ル
間
、
子
息
能
常
参
洛
シ
テ
子
細
ヲ
申
ト
イ
ヘ
共
、
猶
広
常
ヲ
召
間
、

含
レ

憤
恨
ヲ
ナ
ス
折
節
也
。
甘
言
ヲ
以
テ
召
レ
ン
ニ
、
是
能
隙
ナ
リ
。
千
葉
介
経
胤
・
三
浦
介

義
明
ハ
、
其
性
有
レ

義
不
レ

戻
、
其
心
有
レ

信
不
レ

頑
。
為
二

一
族
之
長
一

、
已
為
二

衆
兵
之
首
一

。

何
奉
レ

背
二

真
旧
之
主
一

、
豈
可
レ

与
二

違
勅
之
賊
一

乎
。
早
被
レ

遣
二

専
使
一

、
院
宣
之
趣
ヲ
可
レ

被
二

仰
合
一

。
土
肥
・
土
屋
・
岡
崎
ノ
輩
ハ
元
来
給
仕
シ
奉
ル
上
ハ
、
広
経
・
経
胤
・
義
明
三
人
御

方
ニ
参
ナ
バ
、
八
箇
国
之
輩
縦
ア
ヤ
ブ
ム
心
ア
ル
者
多
ト
云
ド
モ
、
皆
身
ノ
勢
ナ
ケ
レ
バ
、
一

人
抜
出
テ
背
奉
ラ
ン
ト
仕
者
有
ベ
カ
ラ
ズ
。八
箇
国
帰
伏
シ
奉
ラ
バ
、北
国
西
国
ノ
輩
手
ヲ
降
、

参
ゼ
ン
事
疑
ナ
シ
。 

 

【
資
料
６
】「 

  

奉
公
初
日
記
」（
野
田
文
書
） 

（
第
一
紙
２
オ
一
～
）
仁
安
元
年
／
丙
戌
十
月
ニ

、
太
郎
定
綱
・
三
郎
盛

（
成
）

綱
生
年
十
六
／
さ
い

に
お
よ
び
て
云
、「
我
等
が
一
門
、
久
章
王
ニ

召
仕
テ

私
／
し
う
を
も
た
ざ
り
き
。《
中
略
》
大
庭

三
郎
・
畠
山
庄
司
・
北

（
小
）

山
田
別
当
／ 

 

大
な
る
物
共
に
て
、
み
な
平
家
ゑ
ま
い
れ
り
。
不

参
／
又 

ち
ば
の
す
け
・
三
浦
介
・
上
熊

（
総
）

介
等
ハ
風
ニ
し
た
が
う
／
木
草
の
ご
と
く
に
て
、

あ
な
が
ち
奉
公
い
た
さ
ず
と
も
／
き
か
ず
。秀
義
平
家
参
た
ら
ん
に
は
、な
ど
か
蒙
御
恩
を
も
、

／
近
江
国
ゑ
も
返
ざ
ら
ん
。 

（
第
一
紙
３
オ
三
～
）
定
綱
申
「
仰
の
む
ね
、
返
々
す
ゞ
し
く
目
出
た
く
候
。
／
秀
義
是
に
て

い
ふ
か
い
な
く
な
ら
せ
給
候
は
ん
事
／
を
思
て
こ
そ
、み
ち
の
国
ゑ
も
入
給
候
へ
と
は
申
候
へ
。

《
中
略
》
但
三
浦
介
ハ
定
ま
い
り
給
へ
と
存
候
。
ち
ば
／
の
す
け
を
よ
く
〳
〵
か
た
ら
は
せ
給

へ
と
存
候
。
上
熊

（
総
）

の
介
、
／
人
讒
言
に
よ
て
、
度
々
め
し
候
へ
ど
も
、
京
に
召
籠
ら
れ
て
候

け
る
が
、
此
程
ヘ
逃
下
た
る
よ
し
／
う
け
給
り
候
。
心
う
か
れ
て
候
ヘ
バ
、
よ
く
〳
〵
か
た
ら

は
せ
給
て
、
／
め
し
候
ハ
ヾ
、
う
た
が
ひ
な
く
ま
い
り
候
は
ん
ず
ら
ん
」
と
申
。 

 

【
資
料
７
】
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
五
・
十
二
「
兵
衛
佐
、
国
々
へ
廻
文
を
遣
さ
る
る
事
」 

実
平
、「
先
づ
国
々
の
御
家
人
の
許
へ
、
廻
文
の
候
ふ
べ
き
な
り
」
と
申
し
け
れ
ば
、「
尤
も
さ

る
べ
し
」
と
て
、
藤
九
郎
盛
長
を
使
に
て
廻
文
を
遣
は
さ
る
。
先
づ
相
模
国
住
人
、
波
多
野
馬

允
康
景
を
召
し
け
れ
ど
も
、
参
ぜ
ず
。
上
総
介
八
郎
広
経
、
千
葉
介
経
胤
が
許
へ
、
院
宣
の
趣

を
仰
せ
遣
は
し
た
り
け
れ
ば
、「
生
き
て
此
の
事
を
承
る
、
身
の
幸
に
あ
ら
ず
や
。
忠
を
あ
ら
は

し
、
名
を
止
め
む
こ
と
、
此
の
時
に
あ
り
」。
昔
、
魯
連
、
弁
言
し
て
以
て
燕
を
退
け
、
包
胥
単
、

辞
し
て
以
て
楚
を
存
せ
り
き
。盛
長
已
に
使
節
を
戦
術
に
全
う
し
て
、三
寸
の
舌
を
動
か
し
て
、

深
く
二
人
の
心
を
蕩
れ
け
れ
ば
、
経
胤
等
、
威
勢
を
興
衆
に
振
る
ひ
て
、
八
国
の
兵
を
屈
し
て
、

遂
に
四
夷
の
乱
を
治
め
け
り
。
夫
れ
、「
弁
士
は
国
の
良
薬
な
り
。
智
者
は
朝
の
明
鏡
な
り
」
と

い
へ
り
。
此
の
事
、
誠
な
る
か
な
や
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
昔
の
晏
嬰
は
勇
を
崔
抒
に
発
こ
し
、

程
嬰
は
義
を
趙
武
に
顕
せ
り
き
。
今
の
経
胤
等
、
頼
朝
の
為
に
忽
ち
に
旧
恩
を
報
ふ
。
遂
に
新

功
を
立
て
、
誉
れ
を
四
方
に
彰
し
、
名
を
百
代
に
奮
へ
り
。
か
や
う
に
喜
び
存
じ
け
れ
ば
、
左

右
无
く
領
状
申
し
た
り
け
れ
ば
、
各
急
ぎ
馳
せ
向
は
む
と
し
け
れ
ど
も
、
渡
り
余
た
あ
り
て
、

船
筏
に
煩
ひ
多
か
り
け
れ
ば
、
八
月
下
旬
の
此
ほ
ひ
ま
で
、
力
及
ば
ず
遅
参
す
。 

 

【
資
料
８
】
長
門
本
『
平
家
物
語
』
巻
十 

実
平
、
ま
づ
申
け
る
は
、「
国
々
の
御
家
人
の
か
た
へ
く
は
い
ぶ
ん
候
べ
き
な
り
」
と
申
け
れ
ば
、

「
尤
も
さ
る
べ
し
」
と
て
、
藤
九
郎
も
り
な
が
を
御
つ
か
い
に
て
、
く
は
い
文
を
つ
か
は
さ
る
。

先
相
模
の
国
住
人
、
は
た
の
ゝ
小
次
郎
む
ま
の
允
信
景
を
召
れ
け
れ
ど
も
、
ま
い
ら
ず
。
か
づ

さ
の
介
ひ
ろ
つ
ね
、
千
葉
の
介
つ
ね
た
ね
、
左
右
な
く
領
状
申
た
り
け
れ
ど
も
、
わ
た
り
あ
ま

た
あ
り
て
、
八
月
下
旬
の
こ
と
な
れ
ば
、
風
波
の
難
に
よ
て
ち
さ
む
す
。 
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【
資
料
９
】『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
「
佐
殿
大
場
勢
汰
」 

藤
九
郎
盛
長
其
ヨ
リ
下
総
ニ
越
テ
、
千
葉
介
ニ
相
触
タ
リ
。
院
宣
ノ
案
・
御
教
書
披
見
テ
、「
此

事
上
総
介
ニ
申
合
テ
、
是
ヨ
リ
御
返
事
申
ベ
シ
」
ト
テ
、
盛
長
ヲ
返
ス
。
千
葉
介
ガ
嫡
子
小
太

郎
ハ
生
年
十
七
ニ
成
ケ
ル
ガ
、
折
節
鷹
狩
ニ
出
テ
帰
ケ
ル
ガ
、
道
ニ
テ
盛
長
ニ
行
合
タ
リ
。
互

ニ
馬
ヲ
引
ヘ
テ
対
面
シ
テ
、「
如
何
ニ
」
ト
問
。
盛
長
、「
シ
カ
〴
〵
」
ト
答
タ
リ
。
小
太
郎
不

二

心
得
一

思
テ
、
盛
長
ヲ
相
具
シ
テ
館
ニ
帰
、
向
レ

父
云
ケ
ル
ハ
、「
恐
ア
ル
事
ニ
候
ヘ
共
、
院
宣

ノ
上
、
御
教
書
成
侍
ヌ
。
先
度
ノ
御
催
促
ニ
参
上
ノ
由
御
返
事
申
サ
レ
ヌ
、
其
上
、
上
総
介
ニ

随
タ
ル
非
二

御
身
一

。
彼
ガ
参
ラ
バ
マ
イ
ラ
ン
、
不
レ

参
バ
参
ラ
ジ
ト
仰
候
ベ
キ
歟
。
全
不
レ

可
レ

依
二

其
下
知
一

。
只
急
度
可
レ

参
由
御
返
事
申
サ
セ
給
フ
ベ
シ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
賢
々
シ
ク
計
者

哉
ト
思
テ
、「
実
ニ
可
レ

然
」
ト
テ
、「
可
レ

参
」
ト
御
返
事
申
ケ
リ
。
其
ヨ
リ
上
総
介
ニ
相
触
ケ

レ
バ
、「
生
テ
此
事
ヲ
奉
ル
、
身
ノ
幸
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
忠
ヲ
表
シ
名
ヲ
留
ン
事
、
此
時
ニ
ア
リ
」

ト
ゾ
申
ケ
ル
。
昔
魯
連
弁
言
以
退
レ

燕
、
色
胥
単
辞
以
存
レ

楚
。
盛
長
已
全
二

使
節
於
戦
術
一

、
動

二

三
寸
之
舌
一

、
深
蕩
二

二
人
之
心
一

。
経
胤
等
振
二

威
勢
於
興
衆
一

、
窟
二

八
箇
国
之
兵
一

、
遂
治
二

四
夷
之
乱
一

ケ
リ
。
夫
弁
士
ハ
国
之
良
薬
、
智
者
ハ
朝
之
明
鏡
也
ト
イ
ヘ
リ
、
此
事
誠
哉
。
各

馳
向
ハ
ン
ト
シ
ケ
レ
共
、
廻
レ
バ
渡
ア
マ
タ
ア
リ
、
直
ニ
ハ
海
ヲ
隔
タ
リ
。
八
月
下
旬
ノ
比
ナ

レ
バ
浪
荒
風
烈
シ
テ
、
心
ノ
外
ニ
ゾ
遅
参
シ
ケ
ル
。 

 

【
資
料
10
】『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
九
月
六
日
条
・
九
日
条 

六
日 

晩
に
及
び
て
義
盛
帰
参
す
。
申
し
て
云
は
く
、
千
葉
介
常
胤
と
談
ず
る
の
後
、
参
上
す

べ
き
の
由
、
広
常
こ
れ
を
申
す
と
云
々
。 

九
日 

盛
長
、
千
葉
よ
り
帰
参
し
て
申
し
て
云
は
く
、
常
胤
が
門
前
に
至
り
て
案
内
す
る
の
と

こ
ろ
、
幾
程
を
経
ず
、
客
亭
に
招
請
す
。
常
胤
、
兼
ね
て
も
つ
て
か
の
座
に
あ
り
。
子
息
胤
正
・

胤
頼
等
は
座
の
傍
に
あ
り
。
常
胤
、
具
に
盛
長
が
述
ぶ
る
と
こ
ろ
を
聞
く
と
い
へ
ど
も
、
し
ば

ら
く
は
言
を
発
せ
ず
、
た
だ
眠
れ
る
が
ご
と
し
。
し
か
る
に
件
の
両
息
同
音
に
云
は
く
、
武
衞

虎
牙
の
跡
を
興
し
、
狼
唳
を
鎮
め
た
ま
ふ
。
縡
の
最
初
に
そ
の
召
あ
り
。
服
応
な
ん
ぞ
猶
予
の

儀
に
及
ば
ん
や
。
早
く
領
状
の
奉
を
献
ら
る
べ
し
て
へ
れ
ば
、
常
胤
が
心
中
、
領
状
さ
ら
に
異

儀
な
し
。
源
家
中
絶
の
跡
を
興
さ
し
め
た
ま
ふ
の
條
、
感
涙
眼
に
遮
り
、
言
語
の
覃
ぶ
と
こ
ろ

に
あ
ら
ざ
る
な
り
て
へ
り
。
そ
の
後
盃
酒
あ
る
次
に
、
当
時
の
御
居
所
は
、
さ
せ
る
要
害
の
地

に
あ
ら
ず
、
ま
た
御
嚢
跡
に
あ
ら
ず
。
速
か
に
相
摸
国
鎌
倉
に
出
で
し
め
た
ま
ふ
べ
し
。
常
胤
、

門
客
等
を
相
率
し
て
、
御
迎
へ
の
た
め
に
参
向
す
べ
き
の
由
、
こ
れ
を
申
す
。 

 

【
資
料
11
】
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
五･

十
八
「
三
浦
の
人
々
、
兵
衛
佐
に
尋
ね
合
ひ
奉
り
し
事
」 

兵
衛
佐
は
、
使
者
を
上
総
介
・
千
葉
介
が
許
へ
遣
は
し
て
、「
各
急
ぎ
来
た
る
べ
し
。
既
に
是

程
の
大
事
を
引
き
出
だ
し
つ
。
此
の
上
は
、
頼
朝
を
世
に
あ
ら
せ
む
、
世
に
あ
ら
せ
じ
は
、
両

人
が
意
也
。
弘
経
を
ば
父
と
た
の
む
、
胤
経
を
ば
母
と
思
ふ
べ
し
」
と
ぞ
宣
ひ
け
る
。
両
人
共

に
元
よ
り
領
状
し
た
り
し
か
ば
、胤
経
三
千
余
騎
の
軍
兵
を
率
し
て
、結
城
の
浦
に
参
会
し
て
、

即
ち
兵
衛
佐
殿
を
相
ひ
具
し
奉
り
て
、
下
総
国
府
に
入
れ
奉
り
て
、
も
て
な
し
奉
り
て
、
胤
経

申
し
け
る
は
、「
此
の
河
の
鰭
に
大
幕
百
帖
計
り
引
き
散
ら
し
、
白
旗
六
七
十
流
れ
打
ち
立
て
打

ち
立
て
お
か
れ
候
ふ
べ
し
。
是
を
見
む
輩
、
江
戸
・
葛
西
の
輩
、
皆
参
上
し
候
は
む
ず
ら
む
」

と
申
し
け
れ
ば
、「
尤
も
さ
る
べ
し
」
と
て
、
其
の
定
に
せ
ら
れ
た
り
け
る
ほ
ど
に
、
案
の
如
く
、

是
を
見
る
輩
、
皆
悉
く
参
上
す
。
さ
る
程
に
、
程
無
く
六
千
余
騎
に
成
り
に
け
り
。 

 

【
資
料
12
】『
源
平
盛
衰
記
』
巻
廿
二
「
大
場
早
馬
立
・
千
葉
足
利
催
促
」 

兵
衛
佐
ハ
石
橋
山
ヲ
出
テ
後
、
三
百
余
騎
ニ
テ
上
総
国
府
ニ
著
給
フ
。
千
葉
介
・
上
総
介
等
ガ

許
ヘ
使
者
ヲ
遣
ス
ニ
云
、「
平
家
追
討
事
、
依
レ

蒙
二

院
宣
一

、
可
レ

有
二

同
心
一

之
旨
、
先
度
被
二

相
触
一

畢
。
可
二

参
加
一

之
由
承
伏
之
間
、
遂
二

合
戦
於
石
橋
之
城
郭
一

畢
。
遅
参
之
条
、
頗
不
レ

得
二

其
意
一

。
縦
雖
レ

為
二

私
之
宿
意
一

、
可
レ

被
レ

存
二

合
力
之
儀
一

。
況
一
院
御
定
綸
言
明
白
也
、

旁
以
難
レ

被
二

黙
止
一

歟
。
所
詮
以
二

弘
経
一

為
レ

父
、
以
二

胤
経
一

憑
レ

母
。
頼
朝
知
二

行
天
下
一

否
併

在
二

両
人
之
計
一

」
ト
被
レ

仰
タ
リ
。
本
ヨ
リ
領
状
ノ
上
也
、
千
葉
介
胤
経
三
千
余
騎
ニ
テ
急
ギ

杉
浦
ト
云
所
ニ
行
向
テ
、
ヤ
ガ
テ
兵
衛
佐
ヲ
相
具
シ
、
下
総
国
府
ニ
奉
レ

入
テ
ユ
ヽ
シ
ク
翫
シ

奉
ル
。
胤
経
申
ケ
ル
ハ
、「
爰
ニ
大
幕
百
帖
バ
カ
リ
引
散
シ
、
白
旗
六
七
十
流
打
立
候
ベ
シ
。
是

ヲ
見
聞
ン
輩
ハ
、『
兵
衛
佐
殿
ニ
大
勢
参
ケ
リ
』
ト
テ
、
江
戸
・
葛
西
ノ
者
共
皆
参
ル
ベ
シ
」
ト



 ‐4‐ 

計
ヒ
申
ケ
レ
バ
、「
然
ベ
キ
」
ト
テ
、
則
胤
経
ニ
仰
テ
其
定
ニ
構
タ
リ
。 

 
【
資
料
13
】『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
九
月
十
六
日
条 

広
常
の
参
入
を
待
た
ず
、
下
総
国
に
向
は
し
め
た
ま
ふ
。
千
葉
介
常
胤
は
、
子
息
太
郎
胤
正
・

次
郎
師
常
〈
相
馬
と
号
す
〉・
三
郎
胤
盛
〈
武
石
〉・
四
郎
胤
信
〈
大
須
賀
〉・
五
郎
胤
道
〈
国
分
〉・

六
郎
大
夫
胤
頼
〈
東
〉・
嫡
孫
小
太
郎
成
胤
等
を
相
具
し
て
、
下
総
の
国
府
に
参
会
す
。
従
軍
三

百
余
騎
に
及
ぶ
な
り
。
常
胤
、
ま
づ
囚
人
千
田
判
官
代
親
政
を
召
覧
せ
し
め
、
次
に
駄
餉
を
献

ず
。
武
衞
、
常
胤
を
座
右
に
招
か
し
め
た
ま
ひ
、
す
べ
か
ら
く
司
馬
を
も
つ
て
父
と
な
す
べ
き

の
由
仰
せ
ら
る
と
云
々
。
常
胤
一
の
弱
冠
を
相
伴
ひ
、
御
前
に
進
め
て
云
は
く
、
こ
れ
を
も
つ

て
用
ゐ
ら
る
べ
し
。
今
日
の
御
贈
物
な
り
と
云
々
。 

 

【
資
料
14
】『
源
平
闘
諍
録
』
巻
五
・
一
「
兵
衛
佐
、
坂
東
の
勢
を
催
す
事
」 

 

治
承
四
年
九
月
四
日
、
右
兵
衛
佐
頼
朝
、
白
旗
差
し
て
五
千
余
騎
之
兵
を
率
し
て
、
上
総
の

国
よ
り
下
総
国
へ
発
向
す
。
爰
に
上
総
権
介
広
常
、
右
兵
衛
佐
の
御
前
に
跪
き
て
申
け
る
は
、

「
君
は
此
の
程
の
軍
に
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
し
う
へ
、
兵
共
も
進
み
難
く
す
。
荒
手
の
随
兵
を
以

つ
て
広
常
先
陣
を
仕
ら
ん
と
欲
す
。
広
常
に
相
ひ
随
ふ
べ
き
輩
に
は
、《
中
略
・
広
常
勢
》
を
始

め
と
し
て
、
一
千
余
騎
の
兵
を
率
し
て
発
向
す
べ
き
」
由
を
申
す
処
に
、
千
葉
介
常
胤
申
し
け

る
は
、「
権
介
の
所
望
謂
れ
無
し
。他
国
は
知
ら
ず
、下
総
国
に
お
い
て
は
他
人
の
綺
有
る
ま
じ
。

常
胤
先
陣
を
仕
る
べ
し
」
と
て
、
相
ひ
随
ふ
輩
は
、
新
介
胤
将
、
次
男
師
常
、
同
じ
く
田
辺
田

の
四
郎
胤
信
、
同
じ
く
国
分
の
五
郎
胤
通
、
同
じ
く
千
葉
六
郎
胤
頼
、
同
じ
く
孫
堺
平
次
常
秀
、

武
石
の
次
郎
胤
重
、
能
光
の
禅
師
等
を
始
め
と
し
て
、
三
百
余
騎
の
兵
を
引
率
し
て
、
下
総
国

へ
打
ち
向
か
ひ
け
り
。 

 

【
資
料
15
】『
源
平
闘
諍
録
』
巻
一
之
上
・
一
「
桓
武
天
皇
よ
り
平
家
の
一
胤
の
事
」 

常
兼
が
次
男
常
重
大
権
介
。
舎
弟
常
康
臼
井
の
六
郎
。
同
じ
く
舎
弟
匝
瑳
の
八
郎
常
綱
。
其
の

子
に
常
胤
千
葉
大
介
、
鎌
倉
殿
の
左
の
一
座
を
給
は
る
。 

【
資
料
16
】『
源
平
闘
諍
録
』
巻
五
・
三
「
妙
見
大
菩
薩
の
本
地
の
事
」 

然
妙
見
大
菩
薩
は
、
良
文
よ
り
忠
頼
に
渡
り
た
ま
ひ
、
嫡
々
相
ひ
伝
へ
て
常
胤
に
至
り
て
は
七

代
な
り
」
と
申
し
け
れ
ば
、
右
兵
衛
佐
此
れ
を
聞
い
て
、「
実
に
目
出
た
く
覚
え
候
ふ
。
然
ら
ば

聊
頼
朝
が
許
へ
も
渡
し
奉
ら
ん
と
欲
ふ
。
云
何
が
有
る
べ
き
や
」。
千
葉
介
答
へ
て
申
し
け
る

は
、「
此
の
妙
見
大
菩
薩
は
余
の
仏
神
に
も
似
ず
、
天
照
大
神
の
三
種
の
神
器
の
、
国
王
と
同
じ

く
居
た
ま
ひ
て
こ
そ
、
代
々
の
御
門
を
護
り
た
ま
ふ
が
如
し
。
此
の
妙
見
大
菩
薩
も
、
将
門
よ

り
以
来
嫡
々
相
ひ
伝
は
り
、
寝
殿
の
内
に
安
置
し
奉
り
て
、
未
だ
別
家
へ
移
し
奉
ら
ず
。
物
恠

し
き
不
祥
出
で
来
ら
ん
と
き
は
、
宮
殿
の
内
騒
動
し
て
化
異
を
示
し
、
示
現
し
、
氏
子
を
護
る

霊
神
な
り
。
一
族
為
り
と
い
へ
ど
も
本
躰
は
永
く
末
子
の
許
へ
は
渡
ら
れ
ず
。
何
に
況
ん
や
、

他
人
に
お
い
て
を
や
。
詮
ず
る
所
、
常
胤
、
君
の
御
方
へ
参
り
向
か
つ
て
仕
へ
た
る
を
、
偏
に

妙
見
大
菩
薩
の
御
渡
り
有
る
と
思
食
さ
る
べ
く
候
ふ
」
と
申
し
け
れ
ば
、
右
兵
衛
佐
頭
を
傾
け

て
渇
仰
を
致
し
た
ま
ひ
し
か
ば
、
侍
共
身
の
毛
堅
つ
て
ぞ
思
ひ
け
る
。 

 【
使
用
テ
キ
ス
ト
】
※
報
告
者
に
よ
っ
て
適
宜
あ
ら
た
め
た
部
分
が
あ
る
。（
敬
称
略
） 

『
徒
然
草
』
…
久
保
田
淳
校
注
・
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
39
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』
岩
波

書
店
一
九
八
九
／
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
…
梶
原
正
昭･

山
下
宏
明
校
注
・
岩
波
新
日
本
古
典
文

学
大
系
44
『
平
家
物
語
上
』
岩
波
書
店
一
九
九
一
（
底
本
・
高
野
本
）
／
延
慶
本
『
平
家
物
語
』

…
延
慶
本
注
釈
の
会
編
・『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
第
二
末
（
巻
五
）』
汲
古
書
院
二
〇
一
一

（
底
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
）
／
長
門
本
『
平
家
物
語
』
…
麻
原
美
子
ほ
か
編
『
長
門
本

平
家
物
語
二
』
勉
誠
出
版
二
〇
〇
四
（
底
本
・
国
立
国
会
図
書
館
貴
重
書
本
）
／
『
源
平
盛
衰

記
』
…
美
濃
部
重
克
・
松
尾
葦
江
校
注
・『
源
平
盛
衰
記

（四）
』
三
弥
井
書
店
一
九
九
四
（
底
本
・

慶
長
古
活
字
版
）
／
『
吾
妻
鏡
』
…
黒
板
勝
実
ほ
か
編
・
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
吾
妻
鏡
第
一
』

吉
川
弘
文
館
一
九
七
二
・
貴
志
正
造
訳
注
『
全
譯
吾
妻
鏡
一
』
新
人
物
往
来
社
一
九
七
六
／
『
源

平
闘
諍
録
』…
福
田
豊
彦･

服
部
幸
造
全
訳
注『
源
平
闘
諍
録 

坂
東
で
生
ま
れ
た
平
家
物
語 

上･

下
』
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
九･

二
〇
〇
〇
（
底
本･

国
立
公
文
書
館
蔵
本
）
／
「 

  

奉

公
初
日
記
」（
野
田
文
書
）
…
鈴
木
彰
『
平
家
物
語
の
展
開
と
中
世
社
会
』
汲
古
書
院
二
〇
〇
六 


